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２次選考（発表会） 

 

令和４年度 第１回なかふらの夢・未来応援事業 

 最優秀賞 中富良野中学校サッカー部 

１ 夢・未来応援事業に応募した動機 

（１）実現したい夢とその理由 

 〇将来サッカー（スポーツ）に関わる仕事に就きたい。 

  →サッカー（スポーツ）が好きだから。サッカー選手に憧れたから。サッカー選手を見

たいから。サッカー選手を支えたいから。 

 

（２）夢を叶えるために必要なこと 

①サッカー選手になるために 

 サッカーの技術力向上。プレーのコツを知る。 

 

②監督やコーチになるために 

 サッカーの知識（戦術や戦略）。選手にわかりやすく教えるための語彙力やコミュニケー

ション能力。 

 

③選手と関わる職業に就くために 

 怪我の予防やケアの仕方や知識。 
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２ 研修で訪問したチームと研修内容について 

（１）札幌大谷中学校 

①チーム紹介 

 北海道のトップの中学校。令和４年度、北海道中学校サッカー大会優勝。 

 

②訪問日程 

12 月 26 日（月） 

  8:00 学校発（桂沢湖→三笠経由→SSAP 札幌サッカーアミューズメントパーク） 

11:30 SSAP 着 

12:00 練習見学・実技・質問 

15:30 終了 

15:40 SSAP 発 

19:00 学校着 

 

 

 

 

③練習内容 

〇見学 

・アップの準備 

・アップ 

・ストレッチ 

・手押し車 

・基礎練習 

・パス 

・４対４ 

・２対２＋１フリーマン 

・ゲーム  

〇体験 

・人間障害物リレー 

・４対２ 

・２対２＋１フリーマン 

・ゲーム 

 

④気づいたこと 

〇ディフェンスについて 

・ミスのカバーが早い。 

・攻撃から守備の切り替えが早い。 

・１つ 1つのパスが丁寧。 

・相手のポジションが変わってもすぐに対応している。 
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〇オフェンスについて 

・ボールをもらう前によく首を振っている。 

・数的優位を使って攻めている。 

・３つのパスコースをつくっている。 

〇キーパーについて 

・シュートを横にはじかず上にはじいている。 

・前に出るとき姿勢を低くしている。 

・積極的にボールをもらっている。 

〇その他 

・同じ中学生でもレベルが違った。 

・プラスな声掛けをしていた。 

・試合を意識して練習をしていた。 

 

 

 

 

 

⑤質問と回答 

Ｑ プレー中に意識していることは？ 

Ａ 周りを見る回数を増やして周りの様子を知ることをプレー中に意識している。 

 

Ｑ 勉強と部活の両立はどのように？ 

Ａ 時間を大事に使って１日の復習を空いている時間にやって自主練を１時間～１時間

半やっている。 

 

Ｑ 学校生活で大切にしていることは？ 

Ａ 学校生活でコミュニケーションを取り自分のことを相手にわかってもらう。 

 

Ｑ サッカーを始めたのはいつ？ 

Ａ ５歳や 10歳からなどいろいろな時からサッカーを始めている 

 

Ｑ 練習が休みの日は週に何日？ 

Ａ 週に２回。 

 

Ｑ サッカーのために家でしていることは？ 

Ａ サッカーノートやサッカーの動画や食生活や体づくりを家でやっている。  

 

Ｑ １回の練習時間は何時間？ 

Ａ ２時間弱。 
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Ｑ 部員は何人？ 

Ａ 46 人。 

 

Ｑ サッカーで苦手なことは？ 

Ａ 利き足の反対を使うことと首をよく振ることが苦手。 

 

Ｑ サッカーで得意なことは？ 

Ａ 球際を強くすることチームを明るくすることが得意。 

 

Ｑ 一番きつい練習は？ 

Ａ SG シャトルランというゴールの周りを１分間走る練習が一番きつい。 

 

Ｑ 食生活で気を付けていることは？ 

Ａ 五大栄養素をすべて取ることと量をいっぱい取ること。 

 

Ｑ うまくなるコツは？ 

Ａ 課題を立てて１つ１つの練習を大事にすること。 

Ｑ 卒業生でサッカーに関わる仕事に就いた人は？ 

Ａ エスポラーダに１人。オリンピックを支えたくて味の素に就職した人が１人。 

 

Ｑ 後輩との関わり方で気を付けていることは？ 

Ａ 優しく話しやすい感じを作ってあげると関わりやすくなる。 

 

⑥感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大谷中学校の一人一人がうまかった。アップもしっかりと大きな声でいっていた。練

習の質がちがった。一つの練習に目標をしっかりと立てて練習をしていた。技術をもっ

ていた。声を出していた。 

岡山 昇平 

〇意識して札幌大谷中を見たこと 

 みんなボールをもらう前に周りを見ている。アップの時にしっかり声を出している。

個人技術がすごくうまい。両足を使える人もいた。シュートを打つときにボールの真ん

中をけっている。 

〇中富良野サッカー部と札幌大谷の違い 

 ボールを取った時とボールを取られた時の切り替えの早さが違う。予測して動いてい

る。ボールをもらう前に周りを見ている。相手と相手の間からボールをもらっている。

アップの時にみんなしっかり声が出ている。自分の武器をプレーに生かしている。 

〇感想 

 札幌大谷の人のプレーがほんとに同じ中学生だと思わなかった。 

菊地 瑠唯 
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〇札幌大谷中学校のプレーを見て何を感じたか 

 パスが強くて速かったし、そのパスを出した後にその出し足で動いていた。そのパス

をちゃんと仲間が足元にトラップしていた。その時のパスが来る前に周りを見ておいて

ボールが来た後の動きが速かったから、試合スピードが速くてサッカーしているって感

じがして見ている自分が気持ちよかった。 

〇札幌大谷中学校のプレーを見て何を学んだこと 

 トップの守備の時に一気に行かずに片方をきって後ろの人に取ってもらえるように守

備をしていたし、その守備の時、いい感じの距離を保って、足や体の動きを止めないで

何かしら動いて相手の動きに対応できるようにしていた。 

〇札幌大谷中学校のプレーを見て何に驚いたか 

 自分と同じ中学生だと思えないぐらい、個の力が強かったし、チームメイトとの連携

もできていた。あと練習の準備を自分たちでほぼ準備していた。 

〇札幌大谷中学校と自分たちの違い 

 札幌大谷中学校のひとたちは、練習の合間を短くできるようにみんなで準備をしてい

た。ほかにも練習中の声掛けがプラスな声掛けが多くて、雰囲気が良くなる声掛けしか

してなかった。 

妻藤 龍一 

 大谷中学校と中富良野中学校の違うところはやるときはみんなでやることです。練習

と練習の合間の準備の時間を短くして少しでも練習を多くやれるようにするというとこ

ろです。他には切り替えの早さです。大谷中学校はオフェンスからディフェンスへの切

り替えが早くてボールがとられてからすぐに守備のフォーメーションになってポジショ

ンの取りかたがうまくて同じ中学生とは思えなかった。驚いたことはドリブルの早さと

パスの精度とトラップ技術です。 

笹川 夏煌 

〇ディフェンス 

 ミスのカバーが早い。攻撃から守備の切り替えが早い。１つ１つのパスが丁寧。相手

のポジションが変わってもすぐに対応している。 

〇オフェンス 

 ボールをもらう前に首をよく振っている。数的優位を使って攻めている。３つのパス

コースをつくっている。 

〇キーパー 

 シュートを横にはじかず上にはじいている。前に出るとき姿勢を低くしている。積極

的にボールをもらっている。 

佐藤 志之丞 
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〇自分たちと大谷中の違い 

 ボールを持っている時もみんな首を振っていて周りを見ている。自分はボールを持っ

ているときボールばっかり見ていたので周りを見ようと思う。声を出していた。いいプ

レーがあったときにナイスなどの声を出していていいと思った。自分たちのチームはそ

んな声が少ないから増やしていきたい。 勉強ではわからないことがあったらそのまま

にしない。それをすることで家での勉強時間が減って睡眠時間が伸びると思った。みん

な首を振っていて周りを見ていた。両足を使っている。パスを出した後の動き。勉強と

部活を両立していた。 

中井 玄 

 同じ中学生なのに 1つ 1つの動きが細かくて、すごく上手かったです。札幌大谷の人

は、周りを見て、練習中に大きい声を出していました。コーチや監督に言われたことを

すぐに頭に入れて、プレーしていた。ＳＳＡＰが人工芝ですごかったです。僕が驚いた

ことは、シュートが強くて、ロングシュートも上手かったです。全員上手い人しかいな

かったです。僕は、常に周りを見ることと前よりも声を出せるようになったことを学べ

ました。1 つ目の常に周りを見ることは、練習中や学校生活などで周りを見ることがで

きるようになったことです。（練習中は、パスをもらう前などで）前よりも声が出るよう

になったことは、プラスの声掛けを出せるようになったことです。食事にも気を付けて

やっているとわかりました（五大栄養素）。練習中のいい点や悪い点を言い合うコミュニ

ケーションをしていました。 

藤澤 健太 

 僕が中富良野とは違うと思ったところは、練習と練習の合間のスピードが速いという

ところです。みんな移動は走っていて練習と練習の合間を短くしているので、僕たちと

同じ練習時間でも差が出ていると思います。次に僕が一番見ていたトップの人は、敵の

間をとることを意識して、首をたくさん振って周りの状況を認識していました。ほかに

は、スペースへ走りこんだり、相手を背負ってパスをもらったりしていました。自分と

違うと思ったところは自主練です。大谷中には、自主練を毎日 1 時間やるという人がい

て、僕は自主練をあまりしないので自主練は大切だと思いました。 

細木 知佳 
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（２）旭川実業高等学校 

①チーム紹介 

 令和４年度のインターハイ出場。２大会連続で７回目の出場となった。チームの目標は

「全国大会ベスト４」部員数約 130 名。北海道の高校チームトップ。 

 

②訪問日程 

１月７日（土） 

9:00 学校発（途中、美瑛ローソン辺りで休憩） 

10:40 旭川実業高等学校着 

11:00 練習（合同練習） 

13:00 質問 

13:50 旭川実業高等学校発 

15:30 学校着 

 

③練習内容 

・しっぽ取り鬼ごっこ 

・リフティング（膝下、頭上、足と頭交互） 

・ドリブル 

・１対１ 

・ゲーム 

 

④気付いたこと 

・体格がよくて、背も大きくて、個人の技術力が高い。 

・ゲーム中に周りをよく見ている。 

・正確なパスを欲しいところに出してくれた。 

・お手本のようなプレーができていて周りに教えていた。 

 

 

⑤質問と回答 

Ｑ 練習中に意識していることは？ 

Ａ 練習中に自分の苦手なことを積極的にやることやミスを恐れないでやることや声を

積極的に出すことやコミュニケーションを取ることや全力でやりアドバイスを工夫

することを意識している。コーチに言われたことをやってみる。さらに、自分で工夫

を加えてプレーする。 

 

Ｑ １日の練習時間はどれくらい？ 

Ａ ２時間半～３時間＋自主練習。 

 

Ｑ サッカーを始めたのはいつ？ 

Ａ 小学校から始めた人が多い。 
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Ｑ どんな努力をしている？ 

Ａ 自分より体の大きい相手に負けないように筋トレをしている。相手が嫌がるディフ

ェンスをしている。体幹トレーニングや筋トレをしている。サッカーの動画を見てい

る。 

 

Ｑ サッカーのプレー以外で大切にしていることは？ 

Ａ 人に優しく、周りを見る、勉強もしっかりやる。 

 

Ｑ 進学先に旭川実業高校を選んだ理由は？ 

Ａ 自分を成長させるため。人工芝があったから。高め合えるチームだから。 

 

Ｑ 実業高校を選んだ時、親はどんな反応だった？ 

Ａ 自分で選んだ道なのだから頑張って。自分が行きたい学校に進学していい。 

 

Ｑ 後輩への声掛けで気を付けていることは？ 

Ａ よいプレーをしたら褒める。自分がお手本になる。 

 

Ｑ 部活動と勉強をどのように両立している？ 

Ａ 授業中にすべてを理解できるように頑張っている。 

 

Ｑ 中学生のうちやっておくとよいことは？ 

Ａ 色々な人と関わる。色々なスポーツをやる。サッカーゲームをやる。サッカーの動画

を見る。サッカーを楽しむ。体幹トレーニング。ボールキープの技術アップ。 

 

⑥感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分が意識して旭川実業高校を見て分かったこと 

 個人技がうまい。ボールを取るときに足を出さないで体を使ってボールを取っている。

パススピードが速い。自分がボールをけりやすいところにトラップしている。ボールを

もらう前に周りを見ている。ヘディングをするときにおでこの真ん中に当てている。 

〇自分が旭川実業高校の人のプレーを特にマネしたいところ 

 ボールをもらう前に周りを見る。パススピードを速くする。自分がボールをけりやす

いところにトラップをする。ボールを取るときに体でボールを取る。 

〇感想 

 旭川実業の人のプレーを見ていいプレーがあったらそのプレーをマネして自分の武器

にする。 

菊地 瑠唯 

 旭川実業高校の選手たちは中学生の私たちだけでなく、チームメイトにも、親切でポ

ジティブな発言が多かったです。プレーのレベルが高くて厳しい言葉がありそうなのに、

全然なくて驚きました。自分たちのチームもそういう雰囲気で、練習に取り組み、負け

ている試合の時も前向きな発言を、多くしていきたいです。  

岡山 昇平 
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〇旭川実業高等学校行って思ったこと 

 高校生なだけあって身長が大きかった。パスが程よいスピードと強さで仲間の要求す

る場所にピッタリ出ていたし、その出した後素早くまた受けられる所に移動していた。

そのパスが来る前に周りを見て誰に出すか考えておいてからパスをもらっていた。相手

からボールを取る時に体をちゃんと入れてボールを取っていたから、体格差を感じなか

った。あと、みんな声を出していたしサッカーを楽しんでいた。 

〇旭川実業高等学校に行って学んだこと 

 トップのディフェンスの時自分で取りにいかずに、片方をきって後ろの人と２人で取

ると楽だし、そうするとあまり後ろの人にも負担がかかりにくい。体づくりは筋トレと

かじゃなくて、練習が終わってからとにかく早くご飯を食べることが大事で、もう１つ

は、練習で無くなった栄養を取り戻すために沢山食べること、そうすると体も大きくな

って良いことだらけ。 

妻藤 龍一 

 ドリブルの速さとディフェンスの距離すべてがお手本で真似をしたいけどまだ実力が

たりないので部活と自主練をもっと頑張ってドリブルの速さとディフェンスの距離をお

手本に近づけていきたい。自分が要求したところにパスをくれた。切り替えの早さが中

学生とは違かった。予測をしながら動いていて、パスが出るところを予測してパスカッ

トをして前の人にパスを出していた。 

笹川 夏煌 

 コーチに言われたことを自分たちで工夫したりしていた。短い練習時間で試合を意識

した練習をしていた。利き足じゃない足もよく使っていた。こんな高校生になりたいと

思った。 

佐藤 志之丞 

 みんないっぱいしゃべっていた。自分たちの部活ではあまり声を出せていないので、

しゃべったほうがいいと思った。それと色々なフェイントをチャレンジしていた。確か

にどんなこともチャレンジしないと上達しないので、ミスを恐れずにチャレンジしたほ

うがいいと思った。体力をつける練習が多い。今の時期に、体力をつけていると大人に

なっても継続されるから、いっぱい運動したほうがいい。これらのことを意識していき

たいです。 

中井 玄 
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 今回、旭川実業高校に行って、常に試合を意識して練習を全力でやることが大切だと

わかりました。旭川実業高校の選手は、パスのスピードが速くて、周りを見てプレーし

ているので、ボールが取れないと思いました。ボールを持っている時は、常に足が届く

ところにボールを持っていて、足技が細かかったです。トップで意識することは、相手

を動かすことだと分かりました。１対１の練習で、ドリブルは、スピードを付けて周り

を見ながらしていて、細かいボールタッチでほとんど取られていなくてすごいと思いま

した。ディフェンスは、ゴールの場所を見ながら、ドリブル突破されないようにコース

を切るということをすぐに判断できるディフェンス側もすごいと思いました。練習中は

コミュニケーションを多くとっているところが自分たちとの違いだと思いました。コー

チの話をよく聞いてそれをすぐに練習に生かすことが大切だと思いました。食事は、運

動したら３０分から 1時間ぐらいで早く食べるのがいいとわかりました。 

藤澤 健太 

 旭川実業高校と中富良野中学校との違いは、声掛けが多いところです。中富良野中学

校は、いいプレーをした時などの声掛けが少ないし、僕もあまり声を出さないのでこれ

からそういうところを直していきたいです。旭川実業高校の人が後輩に教えるときに気

を付けているところは、まず自分がそのことをできるようになってから人に言うことで

す。僕はまだサッカーに関してできることがあまりないので後輩が来るまでにできるこ

とを増やしたいです。 

細木 知佳 
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（３）北海道コンサドーレ札幌 

①チーム紹介 

 Ｊ１（日本プロサッカーリーグ）で戦う道内唯一のチーム。北海道初のプロチーム。 

 

②訪問日程 

１月 12 日（木） 

8:00 中富良野中学校発（桂沢湖→三笠経由→白い恋人パーク） 

11:00 白い恋人パーク着、白い恋人パーク見学、昼食 

12:30 白い恋人パーク発 

13:00 かでる２・７着、準備 

13:30 北海道コンサドーレ札幌 

     コンサドーレ・リレーションズチーム・キャプテン 兼 

     一般社団法人コンサドーレ北海道スポーツクラブ スポーツダイレクター 

     河合竜二さんとのお話 

〇中富良野中学校サッカー部から夢・未来応援事業について発表 

〇質疑・応答 

〇河合さんから北海道コンサドーレ札幌の紹介 

〇中富良野中学校サッカー部代表生徒からお礼の挨拶 

14:30 かでる２・７発 

15:00 札幌ドーム着 ドーム内・展望台見学 

16:00 札幌ドーム発 

19:00 中富良野中学校着 

 

③質問と回答 

Ｑ 人に教えるとき、気を付けていることは？ 

Ａ 見本を見せてわかりやすく相手に伝えること。 

 

Ｑ １日の練習時間はどれくらい？ 

Ａ ２時間。でも、サッカーに必要なことを入れるともっとやっている。 

 

Ｑ サッカーを始めたのはいつ？ 

Ａ ２歳からボールを触っていた。本格的に始めたのは年長のとき。チームに入ったのは

小学１年生のとき。 

 

Ｑ プレー中に意識していたことは？ 

Ａ 常に試合を意識していた。なぜ上手くいかないか、 

なぜ上手くいったのかを、常に考えてプレーする。 

 

Ｑ 食生活で気を付けていることは？ 

Ａ タンパク質を摂る。脂身が多いものや揚げ物を食べ過ぎない。 
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Ｑ 強いシュートを打つコツは？ 

Ａ ボールの芯を打つ。しっかりと体幹を鍛える。失敗を重ねる。 

 

Ｑ 速くて正確なパスをする方法は？ 

Ａ インサイド＋体ごと前に進むイメージ。 

 

Ｑ 相手が嫌がる守備をするにどうすればよい？ 

Ａ 球際を寄せる。ガツガツ行く。自分の手が相手に 

届く距離にいる。アクションを自分から起こす。 

 

Ｑ プロサッカー選手に必要なことは？ 

Ａ 向上心。人間性。周りに気を配る。 

 

Ｑ 中学生のうちにやっておくとよいことは？ 

Ａ アジリティのトレーニング。体幹トレーニング。いろんなことにチャレンジすること。

幅広く色々な練習をする。いろんなシチュエーションを考える。ハードルを高く設定

する。 

 

Ｑ サッカーに関わる職業にはどんなものが？ 

Ａ 監督。用具係。ドクター。パートナー事業部。グッズを作る人。ユニホームを作る人。

代理人。マネージャー。スポーツ用品を作る人、売る人。スクールコーチ。 

 

④白い恋人パークについて 

 北海道コンサドーレ札幌の練習場を見学した。選手のロッカールームとシャワールーム

などの建物を外から見ることができた。チーム設立時のサポーターや関係者の名前が載っ

たユニホームの板があった。練習場にはレストランやスタッフ事務所があった。 
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⑤札幌ドーム（ホバリングサッカーステージ）について 

 縦 120ｍ、横 85ｍ、重さ 8,300ｔの巨大な天然芝のステージが、空気圧によって 7.5 ㎝浮

上し、34 個の車輪を使い分速４ｍで移動。ドーム内に入り、屋内でのサッカー試合を可能

としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 河合さんはサッカー選手の時にサッカーのことだけじゃなくて生活リズムも考えて生

活をしている。自分が知らなかったサッカーにかかわる職業、ホペイロ（用具係）、ドク

ター、グッズを作る人、ユニホームを作る人達がいました。コンサドーレ札幌の人たち

は練習が始まる前に練習場に行って２時間自主練をやって、それから練習をやり、練習

後に１時間ケアをして、筋トレを２時間やったら１日の練習は終わりです。 

菊地 瑠唯 

 これからは、自分も試合を意識して練習する。自分は１対１ですぐ抜かれるから、ポ

ジション取りをうまくするために、失敗したときに何がダメだったか考える。ディフェ

ンスのとき、自分は毎回相手と近すぎたり遠すぎたりする。1.5ｍは遠いから自分の距離

を見つける。自分はまだ、体幹がしっかりしてないから、家で体幹トレーニングをする。 

妻藤 龍一 

 コンサドーレの選手の練習時間は２時間ほどですが練習の前にピッチにきて個人でウ

ォーミングアップ２時間ほどして、練習後に筋トレや体のケアなどを合わせて３時間ぐ

らいしています。プレー中に意識していることはプレーがうまくいったときや、失敗し

たときに、なぜうまくいったのか、なぜ失敗したのかという、どうしてそうなったのか

を考えて次につなげる事が大切だと言っていました。 

笹川 夏煌 

 サインをもらってかっこいいと思ったのでプロになりすごい選手になってサインを書

けるよう頑張りたいです。自信があるように見えました。なぜかと考えました。それは、

インタビューだと思いました。 

岡山 昇平 
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 良いプレーや悪いプレーがあったとき、なぜうまくいったのか、なぜうまくいかなか

ったのかを考えることが大切だということが分かった。人に教えるときお手本を見せる

とよいと言っていたから、２年生になって後輩に教えたりするときがあったらお手本を

見せて教えようと思った。 

佐藤 志之丞 

 いっぱい食べろと言われたので、ご飯はおかわりしようと思います。いろんなことに

チャレンジしろと言われました。確かにチャレンジしないとうまくならないと思った。

怪我をしないように地道にストレッチをしろと言われました。自分は体が硬いので、お

風呂で柔軟をしようと思います。なぜプレーがうまくいかなかったか理解する。自分が

なぜ失敗したかわからなかったら、成長できないから理解するのは大切。札幌ドームに

いって自分が思ったことは、工事が絶対大変だということです。でもそういう人がいな

ければサッカーはできないので、そういう人に感謝をもってサッカーをしようと思いま

す。 

中井 玄 

 コンサドーレ札幌の選手や、選手に関わる人のことについて詳しくわかった。プロの

選手は、食事にも力を入れるとわかりました。ウォーミングアップのためのウォーミン

グアップをしていました。コンサドーレの選手は、周りを見る癖をつけていることがす

ごいと思いました。いろいろなシチュエーションを考えて、どんどんハードルを高くし

て練習していることがすごいと思いました。驚いたことは、どんなことにも疑問を持つ

ことです。上手くいったときには、どうしてうまくいったのか考えて、失敗したときは、

どうしてうまくいかなかったのかを考えて、どんなことでも次に生かして練習している

ことに驚きました。顔を見るだけで相手の感じていることや思っていることがわかって

いて、すごいと思いました。強くて正確なパスの蹴り方が分かりました。サッカー選手

には、人間性や向上心などが大切だと思いました。 

藤澤 健太 

 河合さんが中学生のうちにやったらいいと言っていたのは、まず体幹トレーニング、

筋肉トレーニングだそうです。僕は体がとても硬いのでお風呂からあがった後に柔軟を

して、寝る前にちょっとだけ筋トレをしたいです。河合さんが食生活で気を付けている

のは、まず脂身が多いものや揚げ物を食べ過ぎないことです。そして、たんぱく質をた

くさん取ることです。僕は食べ物に関してあまり考えてなかったので、好き嫌いをなく

してたくさん食べるようにしたいです。 

細木 知佳 
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３ 夢・未来応援事業で得たもの 

（１）オン・ザ・ピッチ（サッカーのプレーに関すること） 

・練習の質が良くなった。練習と練習の間の動きが良くなった 

・意識が変わって試合を想定する練習になった 

・旭川実業・札幌大谷の人たちのプレーを真似して練習をするようになった。 

・軸足に力を入れて思いきり踏ん張る、強くボールの中心を蹴る、相手を見るなど、シュ

ートやパスのコツが分かった。 

・「ナイス」、「ナイディー」、「次頑張ろう」、「ドンマイ」など、励ましやよいプレーに対

する声が出るようになった。 

・空いた時間を有効に使えるようになった。以前は練習の合間にボールを使って遊んでい

たが、今は練習の準備をしたり、リフティングなどの自主練をしたりするようになった。 

・無駄話が少なくなった。アップ中にサッカーに関係のない話をしていたが、意識が変わ

り、皆が声を出したりサッカーに関わる話をしたりするようになった。 

・今までは見つけられなかった自分たちのプレーの改善点を見つけられるようになった。 

・ミスを恐れずプレーできるようになった。新しいプレーに挑戦できるようにもなった。 

・様々なチームや施設を訪問することで、自分たちが様々な人の支えを得てサッカーがで

きていることがわかった。そして、自分たちを支えてくれている人への感謝の気持ちが

強くなった。 

・以前よりも、パスを相手が要求したところに、思ったところに出せるようになった。 

・先生が話すことを、以前よりも集中して聞き、意識して練習するようになった。 

 

（２）オフ・ザ・ピッチ（サッカーのプレー以外のこと） 

・練習後のケアの仕方が分かった。以前は練習後に強くストレッチをやっていたけど、今

は１日１日ちょっとずつ、強すぎないようにストレッチをやっている。 

・食事は運動が終わって 30 分から１時間以内にたくさん食べるのがよいということがわ

かった。 

・練習前に「ボールが来る前に周りを見ておく」、「利き足じゃない方の足も使ってプレー

する」など、はっきりとした課題を決めてスタートできるようになった。 

・部活動以外の時間に、自主練を多くできるようになった。 

 

（３）その他 

・コミュニケーションの取り方がよくなった。お互いのよいところや改善点を指摘し合え

るようになった。 

・すぐにまわりの変化に気付けるようになった。 

・勉強との両立が上手くなった。前はサッカーだったらサッカーのこと、勉強だったら勉

強のことしか考えていなかったけど、今は両方のことを考えてやれるようになった。 

・サッカーの休憩中や授業中に、自分の意見を発言できるようになった。 

・人への教え方がうまくなった。 
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４ 夢の実現に向けて決めたルール 

（１）オン・ザ・ピッチ 

①何事も最後まで諦めない 

 負けている試合や辛い練習、疲労、怠け心に負けない強い気持ちをもつ。自分のため、チ

ームのために、辛い練習でも頑張って取り組む。辛いときには声を掛け合い、チームみんな

で士気を高める。何事も最後まで全力でやることで、チームのモチベーションが上がる。最

後まで諦めない心が勝ちにつながると思う。サッカーに限らず、何かに一生懸命に取り組む

人は周りから応援され、信頼される人間になれると思う。 

 

②コミュニケーションを積極的にとる 

 夢・未来応援事業を通して、コミュニケーションの大切さを学んだ。考えていることや思

っていることがあっても、声に出さないと相手に伝わらない。仲間がよいプレーをしたとき

には褒める声掛けを、ミスをしたときには励ます声掛けをしたい。練習中や試合中にコーチ

ングをするときには、相手に自分が思っていることを伝わりやすいようにはっきり話す。た

だし、相手の気持ちを考えて言葉を選んで伝える。言葉遣いに気を付ける。普段の生活でも

意識することで、今以上に周りの人と仲を深められると思う。 

 

（２）オフ・ザ・ピッチ 

①準備や切り替えを速くする 

 札幌大谷中学校も旭川実業高校も、短い時間で質の高い練習をしていた。練習の時間も１

週間の練習日数も、自分たちと大きくは変わらなかった。時間を意識して行動して、練習時

間を増やす。さらに、その練習の質をよくする。集合のときには走る。学校生活でも休み時

間と授業の切り替えを速くして、集中して授業を受ける。 

 

②感謝の気持ちをもつ 

 コンサドーレの河合さんにサッカーに関わる職業をたくさん教えていただいた。自分た

ちがサッカーをできるのは、たくさんの人たちのおかげだということがあらためてわかっ

た。サッカーの試合は自分１人ではできなくて、仲間が 10人必要で、対戦相手も必要。審

判もしてもらわないといけないし、試合会場を管理してくれている人もいる。先生方にサッ

カーを教えてもらっている。そして、自分たちの親のおかげでサッカーができている。これ

らのことを忘れずに生きていく。感謝を言葉にして伝える。 
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５ 研修を終えて 

 なかふらの夢・未来応援事業を通して、普段は見ることができないチームの練習をたくさ

ん見ることができた。北海道の中学トップチームでも、自分たちと練習時間がほとんど変わ

らないこともわかったので、これからチーム目標である「公式戦６勝」の達成をめざして、

練習を頑張りたい。辛いときでもお互いに声を掛け合い、最後まであきらめないで戦いたい。

このような体験をさせてもらった感謝の気持ちを、目標に向かって頑張る姿で皆さんに届

けたい。これからも中富良野中学校サッカー部を応援してほしいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


